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【目的】我々はこれまでに，ロジウム触媒を活用したスルホニル置換アレニル
アルキン体の分子内 Pauson–Khand 型反応が，従来のエンイン体を用いた
Pauson–Khand 反応では合成が困難なビシクロ[5.3.0]誘導体を良好な収率で与える
ことを明らかにしている。1) 一方，同様の方法で更に環の大きなビシクロ[6.3.0]骨
格 2 を効率良く構築するには，側鎖をベンゼン環で固定する必要があり，一般性
に乏しかった。2) 今回，ビスアレン体の分子内 Pauson–Khand 型反応によるビシク
ロ [6.3.0]
骨格の構
築を検討
した。 
 
【結果】ビス(スルホニル置換アレン)体 3 を触媒量のロジウム(I)錯体と一酸化

炭素雰囲気下に加熱すると，目的のビシクロ[6.3.0]誘導体 4が高収率で得られるこ
とを見出した。アレン官能基間を連結する鎖は，単純なメチレン鎖から含窒素及
び含酸素アルキル鎖に至るまで幅広く用いることができる。本反応にはアレン部
分のスルホニル基が重要であ
り，それらは閉環後，容易に且
つ選択的に除去できる。 
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